
一　

解
題

　

本
史
料
は
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
松
前
か
ら
江
戸
へ
向
か
う
途
中
に
遭
難

し
、
清
国
ま
で
漂
流
し
た
商
船
・
松
栄
丸
の
乗
組
員
、
賀
茂
村
（
現
山
形
県
鶴
岡

市
）
の
長
五
郎
・
権
吉
が
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
郷
里
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の

一
部
始
終
を
述
べ
た
記
録
の
写
し
で
あ
る
。
漂
流
の
様
子
、
清
国
の
文
化
、
送
還

の
手
続
き
な
ど
興
味
深
い
記
事
が
多
い
。

　

こ
の
松
栄
丸
の
漂
流
記
は
、
い
く
つ
か
の
種
類
の
も
の
が
流
布
し
て
い
る
。
類

書
の
内
容
や
所
在
に
つ
い
て
は
、
小
林
郁
『
松
栄
丸
「
広
東
」
漂
流
物
語
』
に
詳

し
い
。
各
種
伝
本
の
な
か
で
、
本
史
料
は
、
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
賀
茂
村

権
吉
長
五
良
唐
国
漂
流
帰
国
之
次
第
」
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
両
者
は
同
じ
系

統
の
本
か
ら
書
き
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

末
尾
に
あ
る
よ
う
に
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
石
沢
村
（
現
秋
田
県
由
利

本
荘
市
）
の
猪
俣
堅
治
が
書
写
し
た
も
の
で
、
の
ち
同
家
の
手
を
離
れ
て
現
在
は

個
人
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
猪
俣
家
は
し
ば
し
ば
石
沢
村
の
名
主
を
つ
と
め
た

旧
家
で
あ
る
。
筆
跡
は
流
麗
と
は
い
え
ず
明
ら
か
な
誤
字
も
多
い
。
も
っ
と
も
国

会
図
書
館
所
蔵
本
も
異
様
な
字
が
多
く
、
元
に
し
た
写
本
自
体
に
問
題
が
あ
っ
た

か
も
知
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
字
句
の
正
確
さ
に
つ
い
て
は
難
が
あ
る
。
原
表
題
は

「
難
船
物
語
一
」
で
あ
る
が
、
「
二
」
や
「
三
」
が
あ
っ
た
か
は
確
認
で
き
ず
、

よ
っ
て
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
単
に
「
難
船
物
語
」
と
題
し
た
。
石
沢
村
は
本
荘
藩

領
で
あ
っ
た
。
同
藩
の
吉
太
郎
が
松
栄
丸
に
乗
っ
て
お
り
、
彼
の
漂
流
記
も
別
に

流
布
し
て
い
る
。
堅
治
は
ど
こ
か
で
そ
の
事
件
を
耳
に
し
て
興
味
を
抱
き
、
本
史

料
を
書
写
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

本
史
料
の
解
読
を
担
当
し
た
の
は
秋
田
古
文
書
同
好
会
の
石
山
伸
、
田
中
理
榮

子
、
保
坂
佳
子
、
伊
藤
正
雄
、
伊
藤
茂
、
鎌
田
幸
男
、
大
門
丈
士
、
高
橋
三
雄
、

越
後
美
緒
子
、
高
野
宏
美
、
柏
谷
勉
、
齋
藤
正
庸
、
渡
辺
昇
、
佐
藤
玉
子
、
目
黒

勵
の
各
会
員
で
あ
る
。
解
読
指
導
お
よ
び
対
校
を
新
堀
が
担
当
し
た
。

　
　
　

凡
例

○
読
解
の
便
の
た
め
句
読
点
を
加
え
た
。

○�

旧
字
・
異
体
字
は
通
用
の
字
体
に
改
め
、
変
体
仮
名
の
「
は
」
は
平
仮
名
に
、

「
よ
り
」
な
ど
の
合
字
は
平
仮
名
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
た
。

○
原
本
の
振
り
仮
名
は
そ
の
ま
ま
記
し
た
。

○�

誤
り
と
思
わ
れ
る
字
は
そ
の
ま
ま
記
し
、
傍
注
の
丸
括
弧
内
に
「
マ
マ
」
と
記

す
か
、
正
し
い
と
思
わ
れ
る
字
を
記
し
た
。

○
衍
字
は
右
側
に
「
衍
」
と
傍
注
し
た
。

○
表
紙
等
は
鉤
括
弧
で
示
し
、
「
表
紙
」
な
ど
と
傍
注
を
付
し
た
。

○
検
索
の
便
の
た
め
【　

】
に
小
見
出
し
を
記
し
た
。

○
史
料
の
文
言
に
つ
い
て
適
宜
注
釈
を
施
し
、
各
記
事
の
後
に
掲
げ
た
。

○�

国
会
図
書
館
所
蔵
「
賀
茂
村
権
吉
長
五
良
唐
国
漂
流
帰
国
之
次
第
」
に
よ
る
注

釈
は
、
「
国
会
本
」
と
付
記
し
て
こ
れ
を
示
し
た
。

　
　
［
翻
刻
］
難
船
物
語　
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二　

翻
刻

　
　

（
表
紙
）

　
　
　

「　
　
　
　
　

慶
応
三
丁
卯
年
書
之

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
押
印
）

　
　
　

難な
ん 

船せ
ん 

物モ
ノ 

語
カ
タ
リ 

一イ
ツ 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
十
世
猪
股
徳
円
堂
所
有
」

　

」

（
見
返
し
）

　

「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪イ
ノ

股マ
タ

徳ト
グ

右エ

ン

モ

ン

エ
門　
　
　
　

」

【　

前
書
き　

】

天
明
八
年
申
十
一
月
七
日
南
部
領
沖
よ
り
被
吹
流
外
国
ニ
至
り
、
三
年
ニ
而
長
崎

表
帰
国
之
次
第
御
尋
ニ
付
御
書
付
差
上
申
候
。
寛
政
三
年
亥
五
月
廿
七
日
加
茂
江

着
、
前
後
五
年
目
御
座
候
。

【　

松
前
出
航
ま
で　

天
明
七
～
八
年　

】

未
の
年
正
月
国
元
出
立
、
松
前
江
罷
下
り
、
阿
部
や
伝
兵
衛
と
申
者
の
舟
江
、
水

主
両
人
共
乗
申
候
。
同
年
秋
味
積
入
申
度
罷
下
り
候
処
、
違
節

（
１
）

ニ
て
松
前
ニ
て

越
年
仕
候
。
申
三
月
中
松
前
浜
や
彦
六
と
申
候
者
之
船
江
水
主
被
相
頼
乗
替
申

候
。
夫
よ
り
下
モ
夷
地
シ
ヘ

（
２
）

ト
申
場
所
へ
参
り
、
切
囲
へ
塩
引

（
３
）

并
ニ
干
鮭
積

入
、
四
月
中
松
前
上
着
仕
候
。
同
五
月
上
夷
地
嶋
コ
マ
キ

（
４
）

と
申
場
所
罷
越
、
鯡

数
の
子
の
類
積
入
、
六
月
中
松
前
へ
到
着
仕
候
。
同
七
月
中
旬
秋
味
之
場
処
、
石

狩
と
申
処
へ
罷
越
、
塩
引
積
入
、
同
八
月
廿
八
日

（
５
）

同
処
出
帆
仕
候
。
同
九
月
廿

三
日

（
６
）

松
前
江
罷
登
り
申
候
。
同
十
月
七
日

（
７
）

江
戸
行
ニ
相
究
メ
、
夫
よ
り
風

合
も
宜
く
御
座
候
ニ
付
、
夜
馳
仕
候
。

　
　

（
１
）
国
会
本
で
は
「
遅
登
」
。

　
　

（
２
）
下
モ
夷
地
＝
東
蝦
夷
地
。
シ
ヘ
＝
標
津
（
し
べ
つ
）
。

　
　

（
３�

）
切
囲
塩
引
＝
海
岸
の
蔵
で
塩
漬
け
に
し
て
囲
っ
て
置
き
、
翌
年
船
に
積
み
込
む
塩
引

鮭
。
秋
に
獲
れ
た
鮭
を
船
内
で
塩
を
し
て
す
ぐ
出
航
す
る
と
難
船
す
る
こ
と
が
多
く
、
切

囲
が
行
わ
れ
た
。
干
鮭
（
か
ら
ざ
け
）
は
鮭
を
干
し
た
も
の
。
秋
味
は
塩
引
の
甘
塩
の
も

の
（
新
札
幌
市
史
第
八
巻
、
小
樽
市
史
第
一
巻
）
。

　
　

（
４
）
上
蝦
夷
地
＝
西
蝦
夷
地
。
シ
マ
コ
マ
キ
＝
現
在
の
島
牧
。

　
　

（
５�

）
国
会
本
は
九
月
二
十
八
日
と
し
、
諸
写
本
は
十
月
四
日
と
す
る
（
小
林
郁
『
松
栄
丸

「
広
東
」
漂
流
物
語
』
）
。

　
　

（
６�

）
国
会
本
は
十
月
二
十
三
日
、
諸
写
本
は
九
月
二
十
一
日
と
す
る
（
小
林
郁
前
掲
書
）
。

　
　

（
７�

）
国
会
本
は
十
一
月
七
日
、
諸
写
本
も
十
一
月
七
日
と
す
る
（
小
林
郁
前
掲
書
）
。

【　
　

漂
流　

天
明
八
年
冬
～　
　

】

其
夜
八
ツ
時
頃
、
南
部
八
ノ
戸
沖
と
思
敷
処
ニ
て
暮
方
ニ
風
強
く
吹
、
大
雪
あ

れ
ニ
相
成
、
二
十
二
端
の
帆

（
８
）

へ
風
厳
敷
当
り
、
帆
下
ケ
可
仕
様
相
働
キ
申
候
得

共
、
悪
風
乗
候
ゆ
へ
帆
下
り
不
申
候
。
彼
是
仕
候
内
帆
柱
綱
不
残
切
払
へ
、
海
中

へ
捨
申
候
。
其
折
大
浪
ニ
被
打
込
、
水
亘

（
９
）

同
様
相
成
、
夫
よ
り
夜
明
ケ
、
翌
八

日
朝
八
ノ
戸
山
と
覚
敷
遠
く
見
掛
申
候
。
夫
よ
り
船
中
相
談
仕
、
積
入
候
塩
引
船

潮
精
働
限
り
に
取
捨
申
候
。
同
日
暮
方
西
風
に
相
成
、
風
次
第
ニ
流
申
候
。
右
之

通
西
風
ニ
流
候
事
凡
三
十
日
余
り
、
其
内
十
一
月
十
八
日
大
浪
ニ
て
外
ヤ
グ
ラ

（
10
）

并
水
桶
波
ニ
取
ら
れ
申
候
。
其
内
の
艱
難
と
苦
労
挙
て
算
へ
難
く
奉
存
候
。

日
々
仏
神
を
祈
申
候
。
右
之
日
数
の
内
、
山
ト
申
は
見
不
申
候
。
同
廿
三
四
日
の

頃
ニ
も
可
御
坐
有
哉
、
三
時
斗
り
大
雨
降
り
申
候
間
、
み
な
〳
〵
大
儀
悦
び
、
水

入
申
物
其
外
着
物
綿
斗
り
出
シ
、
矢
倉
の
上
ニ
乗
せ
雨
を
し
め
し
、
漸
々
咽
を
潤

［翻刻］難船物語
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シ
申
候
。
夫
よ
り
二
三
日
風
無
之
処
、
又
々
雨

（
11
）

風
ニ
相
成
、
風
次
第
ニ
な
が

れ
候
事
、
酉
二
月
十
一
日
頃
ま
て
ニ
御
坐
候
。
其
内
食
事
ヲ
断
候
事
も
有
之
、
餲

水
仕
候
事
も
、
又
ハ
無
拠
海
水
な
と
飲
申
候
。
其
頃
ニ
至
り
日
輪
様
の
大
キ
サ
日

本
ニ
て
見
候
よ
り
四
双
倍
と
拝
見
仕
候
。
賄
次
シ

（
12
）

斗
り
着
仕
候
得
共
、
暑
難

堪
、
水
斗
り
か
む
り
居
申
候
。
食
事
の
儀
ハ
一
日
ニ
三
度
ツ
ヽ
た
べ
申
候
。
尤
も

飯
椀
ニ
盛
分
壱
膳
飧
べ
申
候
。
其
跡
ニ
而
四
ツ
目

（
13
）

椀
ニ
而
味
噌
を
か
ゝ
き
、

水
壱
盃
ツ
ヽ
飲
ミ
申
候
。
右
之
通
ニ
流
候
所
、
余
り
堪
へ
難
く
暑
キ
御
坐
候
間
、

此
通
り
ニ
而
今
二
三
日
も
参
り
候
ハ
ヽ
命
も
有
之
間
敷
と
、
船
中
相
談
之
上
仏
神

江
祈
誓
を
相
掛
、
何
卒
涼
敷
方
へ
船
参
り
候
様
ニ
念
願
仕
候
と
こ
ろ
、
不
思
議
ニ

夫
よ
り
風
吹
直
し
東
風
ニ
相
成
候
。
右
之
風
ニ
て
流
候
事
凡
三
十
日
程
に
御（

マ

マ

）

座
候

間
然
ル
処
袷
等
を
着
仕
候
様
ニ
相
成
申
候
。
誠
に
有
が
だ
ぐ
候
事
と
存
、
皆
々

悦ヨ
ロ
コ
ビひ

申
モ
ウ
シ

候
。

一�

、
申
十
二
月
頃
よ
り
波
風
揉
、
船
も
澗

（
14
）

き
誠
ニ
以
筏
同
様
ニ
相
成

（
15
）

申
候

間
、
有
合
之
綱
ニ
而
船
を
た
ば
ね
、
夜
着
布
団
之
綿
ニ
て
潮
之
道
ヲ
留
申
候
得

共
、
四
方
八
方
よ
り
入
候
故
、
一
日
之
内
拾
三
度
夜
拾
三
度
宛
申
合
、
潮
取
捨

申
候
事
ニ
て
、
唐
ま
て
着
船
ニ
怠
慢
無
之
候
。
東
風
ニ
而
酉
二
月
廿
三
日
迄
流

申
候
。
夫
よ
り
風
不
相
立
、
西ニ

シ

風
ニ
な
り
東
風
ニ
な
り
、
様
々
ニ
御
坐
候
。
大

海
之
儀
之
汐
の
な
か
れ
も
一
向
差
別
難
そ
ん
じ
候

　
　

（
８�

）
松
栄
丸
は
二
十
二
反
帆
、
七
百
石
積
だ
っ
た
と
さ
れ
る
（
小
林
郁
前
掲
書
）
が
、
本
史

料
で
は
八
〇
〇
石
積
と
あ
る
（
末
尾
参
照
）
。

　
　

（
９
）
国
会
本
「
水
船
」
。

　
　

（
10
）
外
艫
（
そ
と
ど
も
）
を
読
み
誤
っ
た
か
。

　
　

（
11
）
国
会
本
「
西
」
。

　
　

（
12
）
国
会
本
「
不
断
肌
子
」
。

　
　

（
13
）
ふ
た
の
形
が
小
さ
い
木
椀
（
日
本
国
語
大
辞
典
）
。

　
　

（
14
）
「
澗
」
は
後
段
で
は
「
く
つ
ろ
ぐ
」
の
意
で
用
い
て
い
る
。

　
　

（
15
）
国
会
本
「
揉
れ
、
船
も
澗
才
筏
同
様
ニ
相
成
」
。

【　

鳥
飛
来
、
海
賊
あ
ら
わ
る　

天
明
九
＝
寛
政
元
年
四
月　

】

一�

、
酉
四
月
廿
三
日
頃
ニ
も
可
有
御
坐
哉
、
天
気
も
別
而
静
ニ
御
坐
候
間
、
皆
々

ヤ
グ
ラ
に
上
り
四
方
詠
め
、
方
角
等
の
噺
又
ハ
銘
々
ク
ト
キ（

マ
マ
）

説
居
候
所（

衍

）
処
江
、

何
国
共
な
く
少

（
小
）

き
鳥
二
羽
飛
参

マ
ヱ
リ

り
候
。
各
不
思
儀
を
な
し
候
。
大
海
ニ
居
候
鳥

な
れ
バ
海
鳥
に
可
有
之
と
評
儀
仕
居
候
内
、
右
之
鳥
船
を
三
度
廻
り
候
而
、
船

の
真
中
江
休
ミ
候
処
ヲ
見
候
得
は
、
日
本
の
鳩
ニ
御
坐
候
。
依
て
皆
々
八
幡

菩ボ

サ

ツ薩
ノ
御
告
ケ
ト
そ
ん
じ
、
皆
々
有
が
だ
ぐ
、
夫
よ
り
垢
離
を
取
、
髪
付
を
油

ニ
仕

（
16
）

、
灯
明
を
差
上
、
何
卒ワ

ダ
グ
シ

私
共
を
本
国
江
罷
帰
候
様
祈
念
仕
候
。
右
之
鳩

一
夜
泊
り
翌
明
西
北
之
方
へ
向
飛
去
申
候
得
ハ
、
私
シ
共
の
命
ニ
ハ
少
も
気
遣

ひ
有
之
間
敷
と
皆
々
悦
び
居
申
候
。
同
日
又
々
燕
二
羽
飛
参
り
候
而
、
前
之
如

く
三
返
回
り
候
て
、
是
も
船
ニ
一
宿
仕
、
翌
朝
同
西
北
之
方
へ
飛
去
申
候
。
其

節
も
皆
々
嬉
し
く
身
を
あ
ら
だ
メ
垢
離
取
、
難
有
拝
礼
仕
候
。

一�

、
右ツ

バ

メ燕
も
西
北
之
方
へ
さ
し
て
飛
去
申
候
間
、
左
候
得
ハ
此
方
ニ
向
て
国
ハ
可

有
之
と
そ
ん
じ
詠
居
申
候
所
、
雲
の
様
て
山
之
姿
と
覚
し
き
処
ヲ
遠
見
掛
申

候
。
風
ハ
合
不
申
候
得
共
、
汐
流
ニ
て
兎
角
右
鳥
之
飛
去
候
方
角
へ
斗
り
流
申

候
。
是
ハ
四
月
廿
四
日
御
坐
候
。
同
日
八
ツ
時
頃
ニ
も
可
有
御
坐
候
哉
、
唐
土

之
猟
船
と
相
見
へ
壱
艘
参
り
候
間
、
各
悦
ビ
、
是
ハ
私
シ
共
之
助
船
ニ
も
可
有

之
と
招
き
候
処
、
右
之
船
私
シ
共
の
舟
へ
綱
ヲ
か
げ
、
人
数
七
人
乗
移
申
候
。

右
之
者
共
姿
は
芥
子
坊
主

（
17
）

ニ
而
、
布
コ
キ
ン

（
18
）

ノ
ヨ
フ
ナ
ル
物
着
仕
候
。

右
船
へ
鱒
鮫
之
様
な
る
も
の
、
其
外
鯛
抔
相
見
申
候
。
唐
人
江
言
葉
通
じ
不
申

候
ニ
付
、
手
真
似
て
助
呉
候
様
頼
候
処
、
右
之
者
共
左
様
心
ハ
無
之
、
船
中
ヲ

捜
し
夜
具
着
類
之
外
不
残
取
出
シ
、
中
ニ
も
能
物

（
19
）

捜
出
シ
、
飯
米
等
迄
も

持
参
候
様
子
ニ
相
見
へ
候
間
、
み
な
〳
〵
打
寄
な
け
き
候
処
、
飯
米
其
侭
ニ
差

置
、
外
衣
類
之
分
ヌ
ス
ミ
と
り
、
其
船
ハ
帰
申
候
。
左
候
得
ば
最
早
日
ハ
暮
申

候
。

　
　

（
16
）
国
会
本
「
鬢
付
ヲ
灯
シ
油
ニ
仕
」
。

　
　

（
17
）
芥
子
坊
主
＝
こ
こ
で
は
弁
髪
を
表
現
し
た
語
。　

　
　

（
18
）
こ
ぎ
ん
＝
筒
袖
の
野
良
着
。

　
　

（
19
）
国
会
本
「
宜
分
」
。

秋田県立博物館研究報告第44号　

−66−

（11）



　

【　

漂
着
・
上
陸
、
恵
来
県
へ　

寛
政
元
年
四
月
～　

】

一�

、
翌
廿
五
日
同
鳥
之
飛
去
方
角
へ
流
申
候
。
廿
六
日
昼
頃
ニ
も
可
有
御
坐
哉
、

岸
し
近
く
寄
候
処
、
此
方
ニ
て
申
さ
ハ
荒
崎

（
20
）

と
も
申
様
な
る
出
崎
有
之
、

其
内
之
方
江
流
申
候
処
、
陸
よ
り
見
付
少

（
小
）

き
小
船
に
二
人
ツ
ヽ
乗
候
舟ふ

ね

拾
艘
余

参
り
候
て
乗
移
、
段
々
船
之
内
板
敷
等
ヲ
起
見
候
て
、
夫
よ
り
錠

（
碇
）

を
お
ろ
し
候

ヨ
フ
ニ
手
真
似
仕
処
、
錠
お
ろ
し
懸
く
居

（
21
）

申
候
。
夫
よ
り
右
之
小
船
不
残

陸
戻
申
候
而
、
一
向
廿
八
日
ま
て
不
参
候
て
、
只
陸
ニ
て
詠
居
候
よ
ふ
す
ニ
相

見
へ
申
候
。
依
之
舟
中
相
談
仕
候
ニ
は
、
斯
て
居
候
て
は
所
詮
助
事
も
相
成
不

申
候
間
、
兎
角
陸
へ
乗
上
り
、
迚
も
死
シ
事
な
ら
ハ
陸
の
土
ニ
相
成
可
申
と

み
な
〳
〵
一
決
仕
、
橋
舟
ニ
乗
飯
米
少
々
味
噌
鍋
釜
等
迄
積
入
、
陸
へ
参
候

処
、
陸
ニ
ハ
大
勢
二
百
人
余
も
出
候
て
み
な
〳
〵
鑓
長
刀
の
類
弓
抔
も
持
居
候

ゆ
へ
、
是
ハ
舟
共

（
22
）

殺
之
儀
と
み
な
〳
〵
橋

（
23
）

よ
り
上
り
兼
、
身
を
縮
居
候

処
、
右
大
勢
之
内
よ
り
年
之
頃
六
拾
四
才
ニ
も
相
な
る
可
申
哉
と
覚
し
き
者
壱

人
出
候
て
、
砂
地
へ
何
国
之
者
と
書
候
を
、
松
前
伊
兵
衛
と
申
者
よ
み
て
、
日

本
人
と
書
答
申
候
間
、
夫
よ
り
袖
を
引
申
候
間
、
助
之
儀
と
そ
ん
じ
、
皆
々
罷

越
候
処
、
表
口
八
間
斗
り
奥
行
拾
間
斗
り
可
有
之
哉
と
覚
し
き
宮
江
被
入
候
。

ば
ん
人
十
四
、
五
人
も
付
居
申
候
。
み
な
戸
を
〆
一
向
外
を
見
セ
不
申
候
。
其

内
水
を
乞
候
得
共
、
外
よ
り
水
を
入
呉
申
候
。
右
之
宮
のヨ

フ類
処
へ
居
候
事
、
廿

八
日
よ
り
五
月
二
日
迄
罷
居
候
。
其
内
朔
日
の
夜
半
頃
も
可
有
御
坐
と
思
敷
、

御
役
人
と
も
覚
し
き
者
供
廻
大
勢
召（

連
）蓮

、
中
ニ
も
大
将し

よ

ハ
相
見
へ
、
壱
人
曲（

彔
）録

へ
居
、
私
共
呼
出
シ
、
夫
よ
り
礼
儀
相
済
、
先
よ
り
書
物
ヲ
出
シ
候
間
、
一
覧

仕
候
得
共
、
一
向
読
不
申
候
。
猶
又
此
方
よ
り
も
色
々
書
見
候
得
共
、
是
又
通

不
申
候
。
只
日
本
人
と
申
事
の
ミ
相
分
候
と
見
へ
申
候
。
二
日
目
袖
を
引
候

間
、
草
履
ニ
て
罷
出
シ
候
処
、
夫
よ
り
道
中
ニ
相
成
申
候
。
日
本
之
道
仕
得
共

（
24
）

大
概
七
八
里
も
参
り
候
処
、
御
城
下
ら
し
ぎ
処
ニ
而
、
陽
来
縁

（
25
）

と
言
文

字
之
額
懸
り
た
る
大
キ
な
る
門
有
之
、
夫
よ
り
内
へ
入
候
処
、
長
屋
之
様
な
る

処
へ
私
シ
共
ヲ
差
置
申
候
。
持
参
仕
候
飯
米
も
不
残
た
べ
、
一
切
施
食
ニ
て
罷

有
候
処
、
ば
ん
人
者
見
兼
、
其
内
御
役
所
へ
申
上
呉
候
得
共
、
翌
日
よ
り
壱

人
ニ
付
銭
三
十
文
宛
被
下
、
此
方
の
四
文
銭
位
ニ
而
険
魯
唐
宝

（
26
）

ト
有
之
物

テ
、
惣
而
私
シ
共
着
年
之
年
号
険
魯
五
拾
年

（
27
）

と
申
事
ニ
御
坐
候
。
右
之
三

拾
文
ニ
て
米
薪
水
其
外
野
菜
肴
之
類
相
調
候
て
ハ
暮
シ
か
ね
候
ほ
と
に
御
坐

候
。
依
之
十
日
斗
り
相
立
、
又
々
不
足
之
儀
御
頼
申
上
候
得
共
、
竹

（
筒
）

箇
ニ
米
入

壱
升
、
銭
五
拾
宛
毎
朝
被
下
候
。
米
此
方
之
升
ニ
直
し
候
ハ
ヽ
凡
六
合
斗
り
と

相
見
へ
申
候
。
此
年
閏
五
月
御
坐
候
。
五
月
二
日
迄
八
十
日
程
逗
留
に
相
成
申

候
。

　
　

（
20
）
荒
崎
＝
山
形
県
飛
島
の
荒
崎
を
指
す
か
。

　
　

（
21
）
国
会
本
「
か
か
り
居
」
。

　
　

（
22
）
国
会
本
「
私
共
」
。

　
　

（
23
）
国
会
本
「
橋
舟
」
。

　
　

（
24
）
国
会
本
「
日
本
道
ニ
仕
候
得
は
」
。

　
　

（
25
）�

国
会
本
「
陽
来
線
」
。
類
本
で
は
「
ユ
ウ
ラ
イ
セ
ン
」
な
ど
。
恵
来
県
（
広
東
省
）
。

　
　

（
26
）
険
魯
唐
宝
＝
乾
隆
通
宝
の
音
を
聞
い
て
字
を
宛
て
た
も
の
。

　
　

（
27
）
正
し
く
は
乾
隆
五
十
四
年
。

【　

取
調
べ　

役
人
の
服
装　

】

一�

、
右
五
月
二
日
着
則
御
呼
出
シ
に
て
、
先
達
之
者
袖
を
引
候
間
、
被
召
連
参
候

処
、
大
き
な
る
御
門
二
ツ
通
り
候
処
、
御
白
洲ス

共
も
思
鋪
処
ニ
罷
出
シ
候
間
、

平
伏
仕
居
り
申
候
処
、
み
な
〳
〵
を
引
立
申
候
間
、
立
申
処
へ
髪
之
中
并
は
だ

ま
て
手
を
入
、
不
残
御
改
被
成
申
候
。
坐
敷
之
方
見
候
得
は
尊
き
人
見
へ
、
曲

録
ニ
居
り
冠
り
着
し
、
白
傘
之
様
成
物
を
真
不
の
房
下
り

（
28
）

其
上
江
丸
キ
金

之
玉
と
覚
し
き
も
の
を
被
召
申
候
。
衣
装
ハ
直
垂
の
ヨ
フ
ナ
ル
物
ニ
て
、
鶴
亀

松
竹
之
付
た
る
を
被
召
候
。
袷
ハ
ハ
ツ
チ
ノ
ヨ
フ
ナ
ル
物
を
着
、
呈
之
下
相
申

候
（
29
）

。
足
ハ
三
重
四
重
ニ
も
包
み
候
模
様
ニ
て
、
其
上
沓
を
履
申
候
。
其
両

辺
の
御
役
人
と
も
覚
し
き
人
大
勢
ニ
御
座
候
得
共
、
腰
の
物
等
一
切
帯
不
申
、

立
居
申
候
。
其
処
ニ
て
書
物
出
候
得
共
、
一
向
読
不
申
候
。
外
ニ
筆
紙
も
出
シ

申
候
間
、
依
テ
罷
帰
度
趣
書
付
ヲ
以
草
字
ニ
て
願
候
得
共
、
是
又
一
向
通
シ
不

申
候
。
笑
候
而
斗
り
居
申
候
。
夫
よ
り
壱
人
〳
〵
と
指
さ
し
、
書
ま
ね
仕
候

間
、
名
前
之
儀
そ
ん
し
、
銘
々
名
前
書
上
候
。
相
返
シ
候
間
、
可
相
成
た
け
真

［翻刻］難船物語
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字
ニ
て
書
直
シ
上
候
処
、
其
名
前
ノ
下
江
朱
ニ
て
書
判
被
致
相
納
申
候
。
夫
よ

り
元
之
長
屋
へ
被
返
候
。
渡
り
日

（
30
）

サ
ツ
ホ
ウ

（
31
）

ニ
て
承
候
処
、
名
前
候
も

の
則
往
来
通
判
相
成
候
よ
し
、
通
辞
之
者
被
申
聞
ひ
候
。

　
　

（
28
）
国
会
本
「
冠
ハ
白
キ
笠
之
様
成
ル
物
ニ
而
上
よ
り
真
紅
の
房
下
り
」
。

　
　

（
29
）
国
会
本
「
裾
は
っ
ち
の
様
成
も
の
黒
笙
（
ク
ロ
ブ
シ
）
の
下
迄
掛
り
申
候
」
。

　
　

（
30
）
国
会
本
は
「
渡
口
」
と
す
る
が
、
「
後
日
」
の
誤
写
か
。

　
　

（
31
）
サ
ツ
ホ
ウ
＝
乍
浦
。
浙
江
省
。

【　

恵
来
県
か
ら
広
州
へ　

食
物
の
事　

寛
政
元
年
六
月
～　

】

　

�

夫
よ
り
六
月
廿
三
日
陽
来
縁
を
出
立
、
歩
行
ニ
て
三
里
斗
り
行
申
候
。
其
間
不

残
野
原
ニ
御
座
候
。
四
方
山
と
申
も
の
見
当
り
不
申
候
。
夫
よ
り
端

（
32
）

ニ
参

候
処
船
用
意
い
た
し
候
と
相
見
江
申
候
。
夫
江
乗
申
候
。
折
角
殊
之
外
水
か
れ

ニ
て
船
不
申

（
33
）

候
。
夜
中
壱
里
斗
り
道
中
仕
候
。
段
々
模
様
見
へ
候
処
、
此

節
ハ
稲
苅
仕
舞
、
押
付
又
々
植
付
之
用
意
と
相

（
衍
）

へ
見
へ
申
候
。
左
候
得
共
一
ケ

年
ニ
二
度
作
仕
候
様
子
ニ
御
座
候
。
夫
よ
り
竹
ニ
て
組
候
駕
籠
之
ヨ
フ
ナ
ル
物

ニ
乗
せ
ら
れ
申
候
。
右
之
駕
籠
之
外
へ
覆
を
い
た
し
、
一
向
外
ヲ
見
せ
不
申
、

是
ハ
三
日
斗
り
道
中
仕
候
。
又
々
川
端
至
、
船
乗
せ
ら
れ
申
候
。

一�

、
右
之
内
食
物
等
前
に
不
相
変
、
生
肴
ハ
鯉
鮒
之
類
、
其
外
塩
肴
ハ
小
鯛
鰯

之
類
ヲ
被
下
候
。
野
菜
ハ
豆
腐
・
茄
子
・
竹
の
子
・
大
角
豆
・
大
根
・
に
ん

じ
ん
・
長
芋
并
里
芋
の
子
・
芑
瓜

（
34
）

・
西
瓜
・
菓
物
之
類
、
何
茂
か
も
御
座

候
。
麺
類
も
折
々
た
べ
申
候
。
只
見
掛
不
申
候
牛
房
・
こ
ん
に
や
く
・
味
噌
に

御
座
候
。
味
噌
た
べ
不
申
候
大
キ
に
難
キ
仕
候
。
醤
油
煮
又
ハ
塩
煮
ニ
て
た
べ

申
候
。
前
々
通
川
船
ニ
て
四
、
五
日
も
乗
候
処
、
七
月
四
日
韓
唐

（
35
）

と
申
候

処
着
仕
候
。
同
処
ニ
て
も
前
々
之
通
大
キ
な
る
御
門
江
入
ら
れ
申
候
。
九
月
廿

八
日
迄
て
逗
留
仕
候
。
其
内
ニ
津
軽
之
領
深
浦
之
与
三
郎
ト
申
者
壱
人
、
腹
痛

ニ
て
病
死ツ

カ
マ
ツ
リ

仕
候
。
其
間
不
残
腹
痛
ニ
て
一
統
な
ん
ぎ
仕
候
。
医
者
覚
し
ぎ
人

参
、
脈
等
を
見
候
上
、
御
薬
被
下
候
。

一�

、
同
処
逗
留
之
内
、
御
役
人
ト
覚
し
き
人
、
家
来
召
連
参

　

候
て
、
色
々
御
書
付
渡
シ
候
得
共
、
一
向
読
不
申
候
。
跡
ニ
て
相
考

　

候
処
、
此
人
私
共
ヲ
送
り
候
唐
人
ニ
御
座
候
。
サ
ツ
ホ
ウ
と
申
処
迄
送
り

　

届
ケ
申
候
。

　
　

（
32
）
国
会
本
「
川
端
」
。

　
　

（
33
）
国
会
本
「
船
通
不
申
」
。

　
　

（
34
）
キ
ュ
ウ
リ
。
類
本
は
黄
瓜
と
も
記
す
（
小
林
郁
前
掲
書
）
。

　
　

（
35
）
韓
唐
＝
広
東
。
国
会
本
に
は
「
広
東
」
の
表
記
が
み
え
る
。

【　

広
州
か
ら
乍
浦
へ　

甚
太
郎
病
死　

寛
政
元
年
九
月
～　

】

一�

、
右
韓
唐
九
月
廿
八
日
出
立
、
大
概
川
船
ニ
て
歩
行
、
駕
籠
へ
漸
々
五
、
六
日

斗
り
御
座
候
。
サ
ツ
ホ
ウ
と
申
処
へ
十
二
月
廿
五
日
ニ
着
仕
候
。
皆
々
大
キ
に

退
屈
仕
候
。
右
長
道
中
之
内
、
南
部
蛎
崎
村
住
人
甚
太
郎
と
申
者
病

（
死
）

宛
仕
候
。

一
病

（
死
）

宛
度
毎
ニ
倹
使
と
思
し
き
人
参
、
其
外
下
役
人
大
勢せ

参
候
て
死
骸
裸
ニ
い

た
し
、
髪
迄マ

テ

解
候
て
得
ト
相

（
改
）

役
メ
候
上
、
寸
尺
を
当
、
其
趣
一
々
書
付
相
認
申

候
様
子
、
そ
の
後
右

（
36
）

を
持
参
仕
、
書
候
様
手
真
似
仕
候
間
、
右
牌
と
そ
ん

じ
候
。
右
病
死
者
生

候

国
俗
名
共
書
付
遣
シ
候
処
、
四
、
五
日
相
立
又
々
前
段
之

奇
麗
な
る
石
江
右
之
通
彫
付
、
見
せ
に
参
候
。
大
方
墓
江
相
立
候
儀
と
そ
ん
じ

候
。

　
　

（
36
）
国
会
本
「
石
」
。

【　

乍
浦
で
の
暮
ら
し　

寛
政
元
年
十
二
月
～
二
年
四
月　

】

一�

、
十
二
月
廿
六
日
夜
五
ツ
頃
ニ
も
可
御
坐
有
哉
、
岸
へ
着
仕
候
そ
ん
じ
候
処
、

陸
よ
り
声
を
か
け
舟
頭
善
吉
様
〳
〵
と
呼
申
候
。
み
な
〳
〵
を
と
ろ
ぎ
入
、
日

本
人
歟
と
思
へ
候
処
、
右
之
者
対
面
仕
候
得
は
通
辞
に
御
坐
候
。
早
々
宿
処
江

参
候
様
に
殊
之
外
深
切
取
扱
申
候
。
此
処
は
南
京
領
ニ
て
サ
ツ
ホ
ウ
ト
申
処
に

御
坐
候
由
申
候
聞
へ（

マ
マ
）

候
。
そ
れ
よ
り
右
之
者
同
道
ニ
て
宿
処
へ
参
候
処
、
み
な

〳
〵
二
階
坐
鋪
ニ
差
置
申
候
。
誠
ニ
日
本
に
帰
候
心シ

ン

地
ニ
て
、
大
き
ニ
悦
嬉
し

く
泪
を
流
、
有
か
た
く
奉
存
候
。
通
辞
両
人
出
、
昼
夜
附
添
申
候
。
此
人
名
は

竜
官
、
壱
人
ハ
福
官

（
37
）

と
申
候
。
夫
よ
り
日
本
の
模
様
に
て
取
扱
呉
、
満
足

仕
候
。
ま
ご
と
ニ
あ
り
か
だ
ぐ
仕
合
ニ
奉
存
候
。
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一�

、
同
晦
日
、
両
人
通
辞
の
者
参
、
今
日
唐
土
・
日
本
共
年
夜
ニ
御
坐
候
間
、

打
澗
キ

（
38
）

候
て
相
楽
み
可
申
趣
被
申
聞
候
。
夫
よ
り
酒
肴
等
拾
五
種
差
出
シ

置
、
盃
ハ
銘
々
へ
殊
之
外
饗
応
申
候
。
同
処
山
海
之
珍
物
ニ
て
何
成
共
有
之
模

様
ニ
相
見
へ
申
候
。
日
本
に
通
ひ
候
唐
人
、
不
残
日
本
言
葉
ニ
て
毎
日
立
替
入

替
見
舞
申
候
。

一�

、
戌
正
月
同
処
逗
留
之
内
、
津
軽
領
三
馬
屋
佐
之
助
・
南
部
蛎
崎
惣
右
衛
門
両

人
病
死
仕
候
。
前
申
上
候
通
葬
申
候
。

一�

、
同
処
サ
ツ
ホ
ウ
逗
留
、
酉
十
二
月
廿
五
日
よ
り
戌
四
月
廿
日
迄
逗
留
仕
候
。

夫
よ
り
船
乗
移
申
候
処
、
銘
々
十
壱
人
之
者
江
土
産
仕
候
。
様
々
持
参
仕
貰
申

候
品
、
左
之
通
り
御
座
候
。

　

一
、
観
音
掛
物
壱
福

（
幅
）　

　
　
　

 
一
、
菱

（
39
）

木
綿
袷
着
物
壱
ツ

　

一
、
め
ん
き
ぬ
の
袷
羽
織
一
ツ　

一
、
菱
木
綿
羽
織
一
ツ

　

一
、
白
木
綿
壱
反　
　
　
　
　
　

一
、
紗
綾
帯
壱
筋

　

一
、
紋
紗
綾
羽
織
壱
ツ　
　
　
　

一
、
菱
蒲
団
表
裏
綿
壱
ツ

　

一
、
杏

（
沓
）

壱
足　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
篭
錠
前
付

　

一
、
銀
五
拾
目
弐
分
五
厘　

右
之
通
品
々
被
下
申
候
。

　

�

但
シ
右
之
銀
ハ
唐
船
之
船
頭
江
御
渡
被
成
候
。
長
崎
表
御
役
処
ニ
て
銀
御
引
替

通
用
之
銀
ニ
て
被
下
置
候
。
夫
よ
り
江
戸
表
両
御
屋
鋪
御
役
処
ニ
て
金
ニ
て
三

歩
弐
朱
三
拾
六
文
頂
戴
仕
、
有
か
た
ぐ
仕
合
奉
存
候
、
以
上

　

〆
拾
壱
品
宛
拾
壱
人
江
銘
々
同
様
貰
受
申
候

　
　

（
37
）
竜
官
・
福
官
＝
本
名
は
王
兆
竜
と
周
福
（
小
林
前
掲
書
）
。

　
　

（
38�
）
国
会
本
は
「
ク
ツ
ロ
キ
」
と
仮
名
を
ふ
っ
て
い
る
。
澗
を
「
く
つ
ろ
ぐ
」
の
意
で
用
い

た
か
。

　
　

（
39
）
以
下
「
菱
」
を
類
書
は
「
綾
」
と
す
（
小
林
前
掲
書
）
。

【　

長
崎
へ　

海
賊
、
住
居
の
事　

寛
政
二
年
四
月
～　

】

一�

、
右
唐
船
日
和
待
候
事
、
四
月
廿
日
よ
り
五
月
廿
日
迄
逗
留
仕
候
。
右
船
之
儀

は
石
数
四
五
千
石
位
積
申
候
由
。
尤
船
頭
・
水
主
共
人
数
八
拾
人
乗
ニ
御
座

候
。
拙
者
共
両
船
江
分
候
而
乗
申
候
。
同
処
出
帆
仕
候
。
権
吉
儀
は
、
六
月

十
三
日
長
崎
表
ニ
着
仕
候
。
長
五
郎
儀
同
十
九
日
着
仕
候
。
み
な
〳
〵
安
堵
之

を
も
ひ
な
し
、
大
悦
仕
候
。
右
之
サ
ツ
ホ
ウ
ト
申
処
よ
り
長
崎
表
ま
て
海
上
道

法
四
百
里
と
承
知
仕
候
。
一
、
前
申
上
候
海
賊
に
逢
候
儀
を
サ
ツ
ホ
ウ
逗
留

中
通
辞
ニ
相
噺
候
処
、
殊
之
外
立
腹
い
た
し
、
着
日
之
頃
ニ
も
御
噺
被
成
候

ハ
ヽ
、
送
来
り
候
役
人
差
留
置（

急
）兼

度
沙（

汰
）法

可
仕
儀
御
座
候
処
、
扨
々
残
念
な
る

事
之
由
、
併
猶
又
為
已
後
、
右
之
段
ハ
此
方
よ
り
模
様
ニ
申
聞
候
間
、
左
様
之

儀
ハ
必
御
延
引
致
呉
候
様
ニ
能
々
相
頼
申
候
。
陽
来
縁
并
韓
唐
私
共
居
候
処
、

鋪
板
無
之
、
切
石
又
ハ
瓦
抔
鋪
渡
も
の
ニ
御
座
候
。
サ
ツ
ホ
ウ
ニ
て
通
辞
等
之

寐
処
見
候
得
は
、
高
き
床
の
上
ニ
座
を
敷
、
蚊
帳
を
釣
り
臥
候
躰
ニ
相
見
へ
申

候
。

【　

長
崎
で
の
取
調
・
勾
留　

寛
政
二
年
六
月
～
三
年
四
月　

】

一�

、
長
崎
表
着
日
当
日
、
直
々
御
役
所
江
被
召
出
候
処
、
御
奉
行
様
御
逢
被
下
、

段
々
御
尋
ニ
付
、
右
ケ
条
之
趣
一
々
御
答
申
候
。
早
速
御
吟
味
も
相
済
候
上
ニ

て
被
仰
聞
候
は
、
唐
国
お
い
て
見
立
候
物
貰
取
不
申
、
甚
神
妙
之
段
蒙
仰
候
。

然
る
上
ハ
江
戸
表
江
申
遣
し
本
国
江
早
々
罷
帰
り
候
様
可
致
候
旨
、
安
心
た
る

べ
く
趣
被
仰
渡
候
。
乍
去
吟
味
中
ニ
付
揚
屋

（
23
）

へ
罷
居
申
候
。
御
賄
之
義
ハ

一
汁
一
菜
ニ
而
御
振
舞
被
成
下
候
。
小
遣
銭
と
し
て
青
銅
弐
百
文
宛
月
々
被
下

置
候
。
右
逗
留
之
内
ニ
も
か
わ
り
候
品
貰
不
申
候
。
四
度
御
吟
味
被
仰
付
候
得

共
、
前
申
上
候
書
付
之
通
相

（
違
）

達
無
之
段
其
度
々
申
上
候
。
右
御
役
処
迄
着
類
ハ

勿
論
帯
等
無
残
御
改
被
遊
候
。
揚
屋
へ
戌
六
月
中
よ
り
亥
四
月
三
日
迄
罷
有

候（
マ
マ
）

処

　
　

（
40
）
揚
屋
＝
未
決
囚
を
収
容
す
る
牢
屋
。
あ
が
り
や
。

【　

長
崎
か
ら
庄
内
へ　

寛
政
三
年
四
月
～
五
月
】

一�

、
右
四
月
三
日
御
役
所
へ
御
呼
出
シ
相
成
候
処
、
此
末
其
方
儀
船
働
并
喧
嘩
口

論
等
本
国
帰
候
て
も
相
成
不
申
候
段
被
仰
渡
候
。
夫
よ
り
此
方
様
御
役
人
様
江

御
引
渡
被
仰
付
、
誠
ニ
有
か
た
き
仕
合
言
語
難（

述

）伸
、
み
な
〳
〵
泪
は
か
り
流
し

居
候
。
夫
よ
り
長
崎

オ
モ
テ

表
同
八
日
出
立
仕
、
江
戸
表
御
中
鋪
へ
五
月
八
日
着
仕
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候
。

一�
、
御
中
鋪

（
41
）

お
ゐ
て
唐
国
之
次
第（

マ
マ
）

て
御
尋
被
遊
、
段
々
模
様
委
細
申
上
候
。

御
上
屋
鋪
ニ
て
も
右
同
様
之
御
尋
ニ
て
御
答
申
上
候
事
。
唐
国
よ
り
貰
候
品
々

被
遊
御
覧
度
ニ
付
差
上
候
様
ニ
被
仰
付
、
不
残
入
奉
御
覧
候
。
内
々
承
候
処
一

御
上
意
も
上
り
候
様
子

（
42
）

承
知
仕
候
。
且
両
人
の
者
共
願
之
筋
有
之
候
ハ
ヽ

可
申
聞
候
様
ニ
被　

仰
付
候
。
拙
者
共
両
人
共
ニ
老
母
御
座
候
ゆ
へ
、
一

（
刻
）

別
茂

早
々
罷
帰
申
度
段
奉
願
候
処
、
早
速
ニ
願
之
通
被
仰
付
、
同
十
三
日
江
戸
表
出

立
仕
候
処
、
御
送
人
等
迄
被
仰
付
、
其
上
道
中
旅
篭
代
并
馬
銭
早
も

（
43
）

被
下

置
候
。
誠
ニ
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
候
。
此
外
色
々
御
尋
被
遊
候
得
共
、
心

付
可
申
上
候
様
モ
無
御
座
候
。
誠
ニ
御
上
様
之
御
苦
労
、
其
上
莫
太
之
御
物
入

被
遊
被
成
下
候
之
段
恐
入
、
御
礼
難
申
上
、
尽
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
。
右
御
尋

ニ
付
申
上
候
、
以
上
。　
　
　

庄
内
加
茂
湊
生

　
　

寛
政
三
亥
五
月
廿
七
日　
　
　
　
　

年
四
拾
七　

長
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
三
拾
五　

権
吉

　
　
　

冨
塚
伊
作

（
24
）

殿

　

前
書
付
之
通
、
唐
土
漂
流
之
両
人
之
者
相
尋

　

候
処
如
斯
御
座
候
、
以
上

　
　
　

前
同
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

留
（
マ
マ
）

塚
伊
作

　

松
前
浜
屋
彦
六
船
八
百
石
積
松
栄
丸
乗
組

　

生
国
南
部
蛎
崎
村

（
25
）

船
頭　

善
吉

　

同
所　
　

病
死　
　
　

水
主　

惣
右
衛
門

　

同
所　
　

病
死　
　
　

同　
　

甚
太
郎

　

生
国
津
軽
三
馬
屋

（
26
）

病
死　
　

佐
之
助

　

同
国
深
浦

（
27
）　

　
　

病
死　
　

与
三
郎

　

生
国
南
部
蛎
崎
村　
　
　

同　
　

忠
右
衛
門

　

同
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

清
三

　

同
国
河
内
村

（
28
）　

　
　
　
　

同　
　

利
三
郎

　

同
国
小
沢
村

（
29
）　

　
　
　
　

同　
　

喜
右
衛
門

　

生
国
松
前
城
下

（
30
）　

　
　
　

同　
　

伊
兵
衛

　

同　

秋
田
郡
能
代

（
31
）　

　
　

同　
　

長
松

　

同　

本
庄
領
塩
越
村

（
32
）　

　

同　
　

吉
太
郎

　

同
越
後
高
田
領
大
月
村

（
33
）　

同　
　

与
治
郎

　

同
庄
内
加
茂
村　
　
　
　
　

同　
　

長
五
郎

　

同
庄
内
加
茂
村　
　
　
　
　

同　
　

権
吉

　

都
合
人
数
拾
五
人
乗

　
　
　
　

唐
船
弐
艘
御
挨
拶
左
之
通

一
、
米
五
拾
俵

　
　
　
　
　
　

宛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
辞
両
人

一
、
銭
百
貫
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　

送
り
船
弐
艘
唐
江
御
答
礼

一
、
赤
か
ね
千
斤　
　

但
シ
千
斤
ト
申
は
拾
六
貫
目

（
34
）

入
五
箇
之（

マ
マ
）

也

送
船
御
挨
拶
之
儀
は
、
已
来
順
番
ニ
不
相
構
、
長
崎
乗
入
御
免
被
仰
付
、
漂
流
人

長
崎
逗
留
中
ニ
も
右
舟
押

（
通
）

返
シ
罷
越
候
由
、
凡
長
崎
江
乗
入
候
ニ
も
、
一
ケ
月
一

度
宛
と
日
限
り
順
番
ニ
而
乗
入
候
事
之
由
ニ
候
故
右
之
通
被
仰
付
候
由
相
聞
申
候

　
　
　
　
　
　
　

（
卯
）

　
　
　
　

慶
応
三
丁
幼
年

　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
よ
り
五
月
九
日
出
来
上
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
又
堅
治
用
之

　
　
　
　
　
　
　
　

西　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

何　
　
　

　
　
　
　
　
　

啼
鳥
春
林
北

（
35
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

花　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

落　
　
　

　
　

（
41
）
国
会
本
「
中
屋
敷
」
。

　
　

（
42
）
国
会
本
「
御
上
迄
上
候
様
子
」
。
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（
43
）
国
会
本
「
共
ニ
」
。

　
　

（
24
）
加
茂
組
大
庄
屋
。

　
　

（
25
）
青
森
県
む
つ
市
。

　
　

（
26
）
青
森
県
外
ヶ
浜
町
。

　
　

（
27
）
青
森
県
深
浦
町
。

　
　

（
28
）
青
森
県
む
つ
市
。

　
　

（
29
）
青
森
県
む
つ
市
。

　
　

（
30
）
北
海
道
松
前
町
。

　
　

（
31
）
秋
田
県
能
代
市
。

　
　

（
32
）
秋
田
県
に
か
ほ
市
。

　
　

（
33
）
新
潟
県
村
上
市
。

　
　

（
34
）
十
六
貫
は
約
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
。

　
　

（
35
）�

欄
外
の
落
書
き
。
多
方
向
か
ら
読
ん
で
意
味
の
と
れ
る
漢
詩
と
し
て
、
唐
沢
富
太
郎

『
図
説
明
治
百
年
の
児
童
史　

上
』
に
次
の
ご
と
き
も
の
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

西　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　

　
　
　
　
　
　

啼
鳥
春
林
北

　
　
　
　
　
　
　
　

花　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

落　
　
　

［翻刻］難船物語

−61−

（16）




